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はじめにはじめにはじめにはじめに    

 

    伊佐市は、平成20年11月に旧大口市と旧菱刈町が、合併により新たな都市として 

スタートいたしました。熊本県、宮崎県に接し、周囲を九州山系に囲まれた盆地状の 

地形を成し、中央部を川内川とその支流が流れ、これらの水系を中心として広大な水 

田が開けています。一年を通じて寒暖の差が大きい自然環境は、県内屈指の米どころ 

として大きな恵みを与えています。 

また、日本一の金産出量を誇る菱刈鉱山もあり、さらに、湯之尾神舞や棒踊りなど 

の地域伝統芸能や行事の継承など文化活動が盛んです。 

 

 

    一方、本市を取り巻く社会経済状況は急激に変化してきており、少子高齢化への対 

応、地方分権の推進、高度情報化、生涯学習社会への対応などが、まちづくりの重要 

な課題となっています。 

    これから将来を担う子どもたちの教育は、厳しい現実社会の中で、たくましく生き 

抜く力を育むことが肝要です。そのためには、適度な不自由さの中で、耐性や規範意 

識を養い、自ら学び、自ら考え、主体的に判断する力を身につけることが大切です。 

また、教育は学齢期の児童生徒のみならず、幼児から高齢者まで、それぞれが自ら 

を日々更新させていく営みであることから、市民一人ひとりが豊かな人生を築き、あ 

らゆる機会にあらゆる場所で学べる環境づくり、いわゆる生涯学習の推進が重要とな 

ってきます。 

 

 

    今回の基本計画の策定にあたっては、「伊佐のふるさと教育」の推進として「地域 

と学び、未来に生かす人づくり」「伊佐らしい活力ある教育、文化の創造」という基 

本目標を掲げ、５つの基本方針で方向性を設定しています。 

    今後、本市教育委員会においてはこの計画に基づき、市民の皆様方のご理解とご協 

力を得ながら、学校・家庭・地域・事業者間の連携を図りつつ、本計画の着実な推進 

に努めていきます。 

 

 

                      平成25年３月 

                              伊佐市教育委員会 
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        第第第第１１１１章章章章    教育振興基本計画教育振興基本計画教育振興基本計画教育振興基本計画のののの策定策定策定策定にあたってにあたってにあたってにあたって    

    

    

１１１１    計画策定計画策定計画策定計画策定のののの背景背景背景背景とととと趣旨趣旨趣旨趣旨    

   本市では、平成23年3月、今後のまちづくりの指針となる「第1次伊佐市総合振興計画」を策

定し、「大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷」をまちの将来像に掲げ、市政全般にわたる

施策を体系的に構築しています。 

   教育行政においては、平成18年12月に改正された教育基本法の基本理念等を実現していくた

め、同法第17条に、①国は、教育の振興に関する施策についての基本的な方針及び講ずべき施

策などについて基本的な計画を定めなければならないこと、②地方公共団体は、国の計画を参酌

し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体における教育の振興のための施策に関する基本的

な計画を定めるよう努めなければならないことが、新たに規定されました。 

   この規定に基づき、国は、平成20年7月1日に、教育振興基本計画を策定し、教育基本法で明

確にされた教育の理念を踏まえ、総合的かつ計画的に取り組むべき施策などについて示しました。

県においても、県内の教育の現状と課題等について慎重に審議を行い、平成21年2月に鹿児島

県教育振興基本計画を公表しました。 

   本市においては、第1次伊佐市総合振興計画を踏まえ、また、国・県の教育振興基本計画を参

酌しながら、「伊佐市教育振興基本計画」を策定します。 

 

２２２２    計画計画計画計画のののの位置位置位置位置づけづけづけづけ    

 (1) 本計画は、本市教育委員会に関連する施策全体を網羅した計画であり、本市の教育行政推進

の基本として位置づけています。 

 (2) 本計画は、第1次伊佐市総合振興計画の教育分野の活動計画であり、また、教育委員会が所

管するもの以外の分野別計画との整合性を保ちながら事業の推進を図るものです。 

 (3) 本計画は、行政推進の過程において、社会情勢の変化に対応して、弾力的に運用するもので

す。 

 (4) 本計画が網羅する範囲は、基本的には、本市教育委員会が所管する施策の範囲とします。た

だし、幼児教育や環境教育、食育、特別支援教育、コミュニティづくりなど教育委員会以外の

課等と連携して行う施策についても必要に応じて言及しています。 

 

３３３３    計計計計画画画画のののの期間期間期間期間    

   この計画の期間は、平成25年度を初年度とし、平成34年度を目標年次とする10年間としま

す。 

    このうち前期事業計画は、平成25年度から平成29年度までの５か年とし、基本目標に基づい

て各部門別に具体的な事業計画を明らかにするものです。平成30年度以降の後期事業計画につ

いては、前期事業計画の進捗状況や学習指導要領の改訂等、国の動向、社会情勢等の変化、学校

の実態等を踏まえ、改めて策定するものとします。 
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        第第第第２２２２章章章章    教育教育教育教育をををを取取取取りりりり巻巻巻巻くくくく社会社会社会社会のののの動向動向動向動向    

 

 

１１１１    人口減少人口減少人口減少人口減少・・・・超高齢社会超高齢社会超高齢社会超高齢社会のののの到来到来到来到来    

   わが国の総人口は、平成17年（2005年）から減少に転じており、これから本格的な少子

高齢化・人口減少時代を迎えようとしています。 

   このように人口減少や高齢化社会と言われているなか、熟年世代や若者、女性などすべて

の人が生涯にわたって様々な分野でそれぞれの役割や能力を発揮し、本市の活力を維持、拡

大していくことが必要です。 

 

 

２２２２    情報通信技術情報通信技術情報通信技術情報通信技術（（（（ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ））））のののの進展進展進展進展    

   情報通信技術（ＩＣＴ）は、経済活動、医療、福祉、教育など私たちの生活のあらゆる場

面への導入がさらに加速することが予測されます。  

   また、インターネット等により個人が直接、情報の収集や発信を行うなど、社会活動の基

盤としての情報の重要性が増しています。 

   このような高度情報化の流れの中では、必要な情報を識別・活用するなど適切に対応でき

る能力の育成が必要となります。 

 

 

３３３３    地方分権地方分権地方分権地方分権のののの進展進展進展進展    

   現在、国と地方の役割分担や国の関与の在り方を見直し、地方のことは地方自らが決定す

る分権型社会への移行に係る議論が活発になってきています。 

   また、地方分権の進展及び経済社会情勢の変化への対応などを目的とした市町村合併が推

進され、本市においても平成20年に旧大口市と旧菱刈町が合併し、伊佐市としてスタートし

ています。 

   このような地方分権化の流れの中では、それぞれの地方が特色を生かしつつ、また相互の

連携を深めながら継続した発展を目指すことが必要であり、市民一人ひとりが、地域を知り

地域を愛し、より良くしていこうとする態度を身に付けていくことは、これまで以上に重要

となってきます。 

 

 

４４４４    環境環境環境環境・・・・資源問題資源問題資源問題資源問題のののの深刻化深刻化深刻化深刻化    

   地球温暖化が急速に進み、二酸化炭素など温室効果ガスの排出削減が喫緊の課題となって

おり、これからは、限られた資源を有効に使いながら、環境に配慮した社会を築いていくこ

とが必要です。 

   地球規模での持続可能な社会の構築を目指して、一人ひとりが環境・資源の問題を正しく 



  第２章 教育を取り巻く社会の動向 
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理解し、責任ある行動を実践してくことが大切です。 

 

 

    ５５５５    地域地域地域地域コミュニティのコミュニティのコミュニティのコミュニティの希薄化希薄化希薄化希薄化    

    全国的な傾向として、核家族化や都市化の一層の進展により、子どもたちの生活において、

地域社会との結びつきが弱まるなど、子どもたちを取り巻く生活環境が大きく変化してきてい

ます。このような中、子どもが被害者となる犯罪や子どもが巻き込まれる事故など、子どもた

ちの安心・安全に関わる問題が発生しており、その防止に向けた対応が必要となっています。 

    また、家庭はもちろん地域の教育力の向上への期待感は高く、学校・家庭・地域が連携し、

それぞれの教育力を高めていくことができるような施策の展開が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             地域の人たちとしめ縄づくりに挑戦する子どもたち 
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        第第第第３３３３章章章章    伊佐市伊佐市伊佐市伊佐市のののの教育教育教育教育のののの現状現状現状現状とととと課題課題課題課題    

１１１１    児童生徒数児童生徒数児童生徒数児童生徒数のののの減少減少減少減少・・・・学校規模学校規模学校規模学校規模    

【現状】 

  本市には、15校の小学校（うち、1校は休校中）と4校の中学校があり、平成24年度におけ

る児童生徒数は、1,968名と年々減少傾向にあり、この傾向は今後も続くと予測されています。 

  学校教育法施行規則第41条に小学校の学級数の標準は、12学級以上18学級以下、中学校に

おいても同条が準用されるとあるため、中学校では６学級以上12学級以下が標準と考えられま

す。現在、本市の19校のうち15校（79％）が標準学級数未満の学校であり、小規模校が多い

のが現状です。 

  また、本市ではへき地・小規模校教育連盟に平出水小・羽月西小・曽木小・針持小・南永小

の5校が加盟しており、学校の特性を生かした教育が推進されるとともに、地域の文化センタ

ー的な機能も果たし、重要な役割を担っています。 

 

  一方、中学校においては、平成23年9月に「生徒にとってどうか」という視点を基本に据え、

伊佐の生徒たちが「生きる力」を身につけ、互いに磨き合い、将来伊佐を誇りに思うことがで

きるように、再編成を実施し「よりよい環境」を整えるために、伊佐市立中学校再編成実施計

画（以下「実施計画」という。）を策定しました。 

  実施計画における再編成の整備指針は、第1次再編成として大口中、山野中、大口南中を平

成27年3月に閉校し、同年４月に新たに大口中央中学校を開校することとし、また、この大口

中央中学校と菱刈中学校を平成47年４月を目途に閉校し、新たに伊佐中学校（仮称）を開校す

る二段階方式としています。 

 

このように中学校の再編成については、一定の方向性を示していますが、小学校については、

小学校の存在そのものが地域コミュニティの核となっていることから、今のところ議論されて

いない現状があります。 

 

〔児童生徒数推移〕                          H24.4.1現在 

区  分 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

大 口 小 ４３８ ４３８ ４２９ ４４４ ４４０ ４５１ ４３７ 

大口東小 ５５ ６１ ６１ ５９ ５４ ５５ ６２ 

牛 尾 小 ４９ ４９ ５２ ５７ ６５ ６８ ７１ 

山 野 小 ９５ ９０ ８７ ８６ ９０ ９２ ８９ 

平出水小 ２０ ２１ ２０ ２０ １８ １７ １９ 

羽 月 小 １４１ １４４ １４９ １４５ １３６ １３８ １２０ 

羽月北小 ０ ０ ０ １ １ １ ２ 

羽月西小 １１ １５ １８ ２０ ２２ ２２ ２４ 
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区  分 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

曽 木 小 ５１ ４０ ３８ ３４ ３１ ２５ ２６ 

針 持 小 ２６ ３１ ３５ ３２ ３５ ３２ ３１ 

本 城 小 １０７ １００ ８９ ９２ ９３ ９７ ８６ 

南 永 小 １０ ５ ５ ５ ４ ２ ２ 

菱 刈 小 １２２ １０５ １００ ８８ ７５ ７１ ６９ 

田 中 小 １３０ １２３ １２３ １２７ １２６ １２８ １４３ 

湯之尾小 ８５ ８０ ７７ ８１ ７７ ７６ ７０ 

小学校合計 1，340 1，302 1，283 1，291 1，267 1，275 1，251 

大 口 中 ２２３ ２５７ ２６４     

山 野 中 ７４ ８４ ７６     

大口南中 １３８ １２８ １１０     

大口中央中    ４４５ ４５５ ４４４ ４５１ 

菱 刈 中 １９３ ２４１ ２４７ ２４５ ２３０ ２１２ ２０４ 

中学校合計 ６２８ ７１０ ６９７ ６９０ ６８５ ６５６ ６５５ 

合計 1，968 2，012 1，980 1，981 1，952 1，931 1，906 

  

 

【課題】 

○ 平成27年度に、大口中、山野中、大口南中の３校を閉校し、大口中央中学校として再編

することが決定しており、新しい中学校のスムーズな開校に向けた準備が喫緊の課題です。 

○ 複式学級が増える傾向にあることから、複式学級においては間接指導と直接指導を組み

合わせ、授業の充実を図るために、学習過程を工夫することやＩＣＴ機器の活用が必要に

なります。 

○ 小学校の児童減少の動向を見極め、学校施設の維持費、教育設備費なども考慮し、今後

の小学校の在り方について、コミュニティ協議会をはじめとする地域の方々との話し合い

が必要になります。 
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２２２２    児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの学力学力学力学力    

【現状】 

   ○ 平成20年度から23年度の４年間における基礎・基本定着度調査における市平均通過率と県

平均通過率との差の推移 

・ 小５は国社算理の４教科の平均、中２は国社数理英の５教科の平均 

・ 県平均を０とした場合 

 

基礎・基本定着度調査における小５、中２の結

果から、県の平均と比べますと、小学校段階での

学力は概ね安定しています。中学校の段階では、

改善はされつつありますが県平均を下回っていま

す。 

 

 

 

  ○ 平成23年度基礎・基本定着度調査における各教科別の市平均通過率と、県平均通過率との

比較 

    ・ 県平均を０とした場合 

                      

教科別に見ると、小学校では、算数・社会が十

分とは言えず、中学校では、特に理科と英語の学

力が落ち込んでいます。 

 

 

 

 

   

○ 平成24年度全国学力・学習状況調査における各教科内容別の市平均通過率と県平均通過率

との比較 
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    平成24年度の全国学力・学習状況調査においては、基本的な知識を問う問題、知識を活用

する問題ともに、５ポイントの範囲内であり「全体的な平均と同傾向、同水準」と評価できま

すが、全般を通して、知識を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力な

どに課題があります。 

    また、小・中に通じて学習意欲の低下や、学習習慣が確立していない状況が見られます。  

 

  平成24年度全国学力・学習状況調査における家庭学習の状況 

  ○ 平日の家庭での学習時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 自分で学習計画を立てて勉強していますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    家庭学習への取組は、児童生徒ともに、８～９割の子どもが学校の宿題を中心に取り組んで

いますが、学習時間の不足や、自分で目標を決め、主体的に家庭学習に取り組む姿勢は十分に

育ってはいません。 

 

【課題】 

   ○ 児童生徒の学習意欲や課題意識を高めるための指導法の改善に努める必要があります。 

   ○ 基礎学力の定着を図るための指導力の向上や家庭学習の習慣化を図ることが大切です。 

   ○ 一斉指導やグループ学習の中で主体的に学べる児童生徒をさらに育成する必要があります。 

○ 小中学校の連携した取組の充実とその推進を図らなければなりません。 

   ○ 特別支援教育の十分な指導体制を確保し、一人ひとりのニーズに合った教育を推進すること

が大切です。 

   ○ 身に付けた知識や技能を実生活で活用するための「活用力」の育成を図る必要があります。 

 

0 20 40 60 80 100
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３３３３    児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの体力体力体力体力    

【現状】 

 ＜平成24年度 体力・運動能力調査＞ 

種目別記録の市平均と県・地区平均との比較【平成24年度】 

※記録の値は小数第一位（四捨五入）で表示 

    県・地区の平均に劣る▽   県・地区両方の平均に劣る▼   

 

○  体力・運動能力調査結果によると、全体的に県・地区と同レベルであると言えます。「反

復横とび」は小・中学校とも県・地区平均を上回っています。 

○  小・中学校ではすべての学校において体力つくりの全体計画及び年間指導計画を作成し、

教科体育を充実させたり、教科外体育で一校一運動に取り組んだりして、体力向上を図って

います。 

○  「チャレンジかごしま」に全小学校で目標に向かって意欲的に取り組んでいます。特に「長

縄エイトマン」を市陸上記録会の全員参加の種目としています。 

 

【小学校５年生】

男 子 女 子

種 目

県 伊佐市 県 伊佐市地 区 地 区

握力 16.7kg 16.2kg 16.6kg ▽ 16.3kg 16.1kg 16.1kg ▽

上体起こし 18.7回 17.7回 19.0回 17.4回 16.8回 17.2回 ▽

長座体前屈 31.1cm 29.4cm 30.0cm ▽ 34.7cm 34.2cm 32.8cm ▼

反復横とび 38.9点 38.1点 39.7点 37.3点 35.6点 39.3点

シャトルラン 47.2回 48.5回 52.6回 38.7回 38.3回 41.9回

５０ｍ走 9.5秒 9.5秒 9.4秒 9.7秒 9.7秒 9.4秒

立ち幅跳び 149.1m 147.3m 150.4cm 143.2m 142.4m 139.6cm ▼

投げ 24.1m 23.0m 23.3m ▽ 15.1m 15.2m 14.9cm ▼ソフトボール

【中学校２年生】

男 子 女 子

種 目

県 伊佐市 県 伊佐市地 区 地 区

握力 29.3kg 29.0kg 33.9kg 24.1kg 24.0kg 24.0kg ▽

上体起こし 28.5回 30.2回 26.9回 ▼ 22.1回 22.2回 22.3回

長座体前屈 45.1cm 47.9cm 41.4cm ▼ 46.1cm 50.0cm 41.8cm ▼

反復横とび 46.9点 44.7点 52.8点 41.3点 39.0点 45.5点

シャトルラン 84.9回 85.1回 78.9回 ▼ 58.1回 58.3回 57.8回 ▼

５０ｍ走 8.2秒 8.1秒 8.0秒 9.0秒 8.8秒 8.9秒 ▽

立ち幅跳び 193.4m 194.5m 195.0cm 166.8m 168.1m 167.6cm

投げ 23.6m 24.7m 20.8m ▼ 13.2m 12.8m 13.9cmハンドボール
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＜各学校における山坂達者推進のための活動状況＞ 

 

【課題】 

○ 体力・運動能力調査結果を生かした体力向上に取り組む必要があります。また、体力向上に

関する研修会等を充実させる必要があります。 

○ 教科体育では、共通実践項目等を設定したり、１単位時間の学習過程等の作成や運動量確保

を目指した授業の展開が必要です。 

○ 教科外体育では、すべての学校で一校一運動に取り組んでいますが、児童生徒の主体的な取

組にまでは至っていません。 

○ 家庭・地域との連携については、啓発だけに終わってしまい、実際に効果的に行われている

かが把握できていません。 

学 校 名 実 施 状 況 【 】はキャッチフレーズ

大口小学校 【たく ましい心と体を城山で育む大口小の子】

粘り強い心とたくましい体を育てるために城山ランニングを行っている。ドングリ拾いや虫とりなど通して自然を体感している。

大口東小学校 【めざせ鉄人!大口東トライアスロン】

朝のかけ足・持久走・縄跳び・一輪車・竹馬・1000m遠泳の結果を基に，３月に認定書(トライアスロン大賞)を発行している。

牛尾小学校 【牛尾小「５５６」に挑戦。めざせ２６４周!!】

持久走大会に向けて毎朝７時５５分から６周走ろうとする取組です。全校児童４４名の合計である２６４周を目標に頑張っている。

山野小学校 【サーキットトレーニングで楽しい体力つく り】

毎朝の体力つくりや業間体育，教科体育の準備運動で校庭の施設１４(初級・中級・上級を設定)を使ったサーキットトレーニングを行っている。

平出水小学校 【地域の自然を感じて走る平出水っ子】

学校裏の農道を「山坂達者コース」に設定し，体育の授業や全校体育の時間に活用している。

羽月小学校 【走れ!跳べ!たく ましき羽月っ子】

始業前に学年に応じた距離を走り，その後，「チャレンジかごしま」の種目の馬跳びと持久跳びをしている。

羽月西小学校 【がんばり坂を駆け抜ける羽月西っ子】

学校の裏山の坂道を「がんばり坂」と名づけ，仲良し体育の時間に全校児童でこの坂を走ることに取り組んでいる。

曽木小学校 【So never Give up曽木っ子】

朝の体力つくりで１・２学期はフルマラソン，３学期はなわとびに全児童「So never Give up」を合い言葉に頑張っている。

針持小学校 【心もたく ましく チャレンジ針持小】

朝の時間に学期ごとに運動種目「竹馬・持久走・縄跳び・一輪車」を重点化して体力つくりに取り組んでいる。

本城小学校 【なわとび名人目ざして頑張る本城っ子】

進級表を利用して朝や昼休み等になわとび運動に取り組んでいる。月１回は検定を行っている。

南永小学校 【目指せ!全員クリアーで一輪車名人!!】

朝のかけ足・一輪車・なわとびの運動を中心に，気力・体力向上に取り組んでいる。一輪車運動は，全員乗れるようになっている。

菱刈小学校 【心豊かでたく ましい山坂達者な菱っ子の育成】

朝の自主運動や業間の仲良し体育で，ボールなどの体育用具や固定施設を使った運動，かけ足，縄跳びなどに取り組んでいる。

田中小学校 【地域の力で心キラキラ田中っ子】

持久走大会に県下一周駅伝伊佐チーム７名の選手に来ていただき，伴走やアドバイスをいただいている。

湯之尾小学校 【個人の目標めざして走れ!跳べ!】

朝のかけ足と縄跳び運動に個人目標をもち，精力的に取り組んでいる。

大口中学校 【徒歩遠行でのふるさと探訪大口中】

校区内の史跡巡り(忠元公園・郡山八幡神社・曽木発電所遺構等)を徒歩で行う「ふるさと探訪」を行っている。

山野中学校 【気力・体力を鍛え活気あふれる山野中】

気力・体力を鍛えるために早朝ランニングや十曽池までの遠足，校内ロードレース大会に取り組んでいる。

大口南中学校 【体育の前にトレーニング大口南中】

体育授業開始前５分間で生徒が自主的に体力つくり(校庭２周走り，ラジオ体操，腕立て伏せ・腹筋・背筋・ジャンプ各２０回)を行っている。

菱刈中学校 【１年生全員で栗野岳登山 菱刈中】

１年生全員で気力・体力を鍛えるために５６１段もある日本一の枕木階段のある栗野岳登山を実施している。
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４４４４    いじめいじめいじめいじめなどなどなどなどのののの問題行動問題行動問題行動問題行動    

【現状】 

いじめの発生件数は、近年横ばいの状況にあります。しかし、平成24年度いじめによる自殺に

ついて全国的な注目が集まる中、軽微な事例も把握し解決に努めるという県の方針のもと、大幅に

発生件数が上がることになります。 

本市では、年度により問題行動の件数が上がるなどする傾向にあり、その内容も非常に重い事例

が発生しています。 

○ いじめの発生件数  

 
 

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

 

県 市 県 市 県 市 県 市 県 市 

小学校 ３２９ ４ １２７ ０ １８９ １ １３９ ０ 125 ２ 

中学校 ３９９ ８ ３１８ ２ ２４４ ０ １７６ ０ 142 １ 

合 計 ７２８ １２ ４４５ ２ ４３３ １ ３１５ ０ 267 ３ 

○ 暴力行為発生件数     

 
 

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

 

県 市 県 市 県 市 県 市 県 市 

小学校 ２ ０ １ ０ ８ ０ ２ ０ ０ ０ 

中学校 34 2 70 2 40 ０ 39 ４ 43 １ 

合 計 36 2 71 2 48 ０ 41 ４ 43 １ 

○ その他問題行動の件数          

 

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

 

件数 種 別 件数 種 別 件数 種 別 件数 種 別 件数 種 別 

４ 

無免許運転 

家出 

自転車盗 

２ 

窃盗 

家出 

９ 

万引き 

家出、深夜徘徊 

窃盗、喫煙 

５ 

単車窃盗 

無免許運転 

落書き 

家出、無断外泊 

７ 

家出、自動車窃盗 

教師とのﾄﾗﾌﾞﾙ 

備品へのいたずら 

施設へのいたずら 

【課題】 

  ○ 共通実践事項の共通理解のため、積極的な生徒指導の推進が必要です。 

   ＜小学校＞ 

・ 自ら元気なあいさつをする。 

・ ていねいな言葉遣いをする。 

・ 物を大切にする。（整理整頓、後始末） 

   ＜中学校＞ 

   ・ 形に見える生徒指導の推進（規範意識の醸成） 

   ・ その場指導の徹底 

   ・ ボランティア教育の推進（気づき・考え・実行できる行動力を育てるための活動の実施）  

○ 日常的な状況把握の徹底と早期発見・早期対応のための指導体制の整備を継続的に行っていか

なければなりません。 

○ 基本的生活習慣を確立することが必要です。（決めた時間に自ら起きる。家庭での決まった役

割） 

○ 保護者との連携を図る必要があります。（自動車での送迎の問題など） 
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５５５５    不登校不登校不登校不登校などなどなどなど 

【現状】 

不登校児童生徒（30日以上欠席）は、５年前に比べて減少傾向にありますが、ここ３年間は横

ばいの状況です。中学１年生で急に増加するように見られますが、小学校における不登校傾向の児

童が、潜在的に存在しているため、小学校段階からの対応が重要です。 

不登校の原因としては、友人関係のトラブルや学力不振、無気力などがあげられます。最近の研

究から、特別支援教育の視点から発達障害の二次障害が現れているケースも考えられます。そのた

め、障害によって人間関係の構築が苦手であったり、学習が困難であったりする児童生徒にとって

は、早期の発達障害の認知と適切な対応を行うことが必要です。 

   

   ○ 不登校児童生徒数    ※（ ）内は全児童生徒数に対する不登校児童生徒数の割合（％） 

 
 Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

 

 県 市 県 市 県 市 県 市 県 市 

小学校 

272 

(0.28) 

5 

(0.32) 

279 

(0.29) 

6 

(0.40) 

219 

(0.23) 

3 

(0.21) 

235 

(0.25) 

１ 

(0.07) 

223 

(0.24) 

２ 

(0.14) 

中学校 

1,369 

(2.58) 

29 

(3.57) 

1,378 

(2.69) 

24 

(3.03) 

1,371 

(2.74) 

20 

(2.65) 

1,297 

(2.68) 

１５ 

(2.19) 

1,275 

(2.68) 

１３ 

(1.93) 

合 計 

1,641 

(1.09) 

34 

(1.45) 

1,657 

(1.12) 

30 

(1.32) 

1,590 

(1.09) 

23 

(1.06) 

1,532 

(1.08) 

１６ 

(0.76) 

1,498 

(1.07) 

１５ 

(0.73) 

   ○ 不登校児童生徒の内訳  

 年度 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 計  

Ｈ１９  ２  ３  １ １２ ５ １１ ３４ 

Ｈ２０   ２  ４  ７ １１ ６ ３０ 

Ｈ２１    ２  １ ６ ５ ９ ２３ 

Ｈ２２     １  ３ ７ ５ １６ 

Ｈ２３   １   １ ２ ５ ６ １５ 

   ○ 不登校・不登校傾向の児童生徒数の月別推移 

  月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３  

 

小学校 

Ｈ２３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ２ 

Ｈ２２ ２ ２ ３ ３ ３ ２ ３ ３ ３ ３ ３ 

Ｈ２１ ４ ３ ３ ２ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ 

Ｈ２０ ３ ４ ５ ５ ５ ７ ７ ６ ６ ７ ８ 

Ｈ１９ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ ３ ３ ４ 

 

中学校 

Ｈ２３ １１ １３ １５ １５ １３ １３ １４ １４ １５ １７ １３ 

Ｈ２２ ５ １０ １１ １１ １５ １５ １６ １７ １８ １７ １７ 

Ｈ２１ １５ １５ １７ １７ １９ ２３ ２４ ２３ ２４ ２５ ２５ 

Ｈ２０ １６ １９ ２０ ２１ ２５ ２３ ２４ ２４ ２６ ２７ ２８ 

Ｈ１９ ９ １３ １８ １９ ２２ ２５ ２５ ２６ ２８ ３２ ３２ 

 

【課題】 

 ○ 教育相談員がコーディネーター的活動を行い、関係機関との連携を充実させる必要があります。 

 ○ 適応指導教室「ふれあい教室」（菱刈校・大口校）の指導を充実させなければなりません。 

 ○ スクールカウンセラー配置事業及びスクールソーシャルワーカー活用事業の効果的運用によ

り生徒指導上の課題を抱える児童生徒を支援する必要があります。 

 ○ 日常の状況把握の徹底と早期発見・早期対応のための指導体制の整備を図る必要があります。 

  ○ 特別支援教育の視点から、発達障害の早期把握と適切な支援を行う体制の整備を図る必要があ

ります。 
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６６６６    特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育    

【現状】    

本市においては、特別な支援を必要とする幼児・児童生徒について、就学前及び就学後におけ

る適切な就学教育相談を推進するとともに、各学校における校内支援体制や教育環境の整備を行

い、一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導や支援の充実を図っています。また、関係機関との

連携を図るとともに、教職員や保護者等に特別支援教育に対する理解や啓発を図っています。 

 

      ○ 本市における小・中学校の特別支援学級及び通級指導教室設置状況（Ｈ23年度） 

 

  ＜特別支援学級の設置＞ 

     

 小学校９校  12学級（知的８、自閉症・情緒４）・・・在籍児童計 31名 

 中学校４校  ４学級（知的４）                ・・・在籍生徒計 12名 

 

 

 ＜通級指導教室の設置＞  自校通級25名、他校通級22名 

     

 小学校１校 ２教室（言語１、LD

※

・ADHD

※

１） 

 

 ＜特別支援教育支援員の配置＞ 

    

幼稚園 １園  １名 

 小学校 13校 １６名 

中学校  ４校  ５名                  合計 22名 

 

○ 就学指導の状況 

・ 市就学指導委員会（年３回：５月・11月・２月） 

        ・ 市就学教育相談（年１回：８月） 

      ○ 関係機関等との連携 

        ・ 特別支援連携協議会（年５回：[全体会]５月・２月[専門部会]７月・９月・11月） 

        ・ 療育機関との連携（市子育て支援システム研修会[５月]・就学を考える会[８月]・公開

療育[10月]） 

        ・ トータルサポートセンターとの情報交換会（月２回） 

       ・ 巡回相談（出水養護学校との連携）[Ｈ23年度実績：８小学校20回、４中学校５回] 

     ○ 特別支援教育に係る研修会の開催 

・ 市特別支援教育支援員研修会（年１回：４月） 

    ・ 市特別支援教育セミナー（年３回：５月・８月・11月） 

        ・ 市WISCⅢ講習会（年１回：７月） 

○  本市独自の移行支援シート及び個別の教育計画ファイルの作成・活用 

        ・ 本市独自の移行支援シートを作成し、活用しています。 

       ・ 本市独自の個別の教育支援計画及び指導計画、作成の手引き、様式記入例を作成し、活

用しています。 
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   ○ 子育て支援システムの確立 

    ・ 「日本一子育てにやさしいまちづくり」をめざし、地域・医療・福祉・保健・教育分野

が連携することで一貫した子育て支援システムを構築し、安心して子育てができる環境の

整備を図っています。 

    ・ トータルサポートセンター（まるっと相談室）との相談支援の流れを確立しています。 

学校

トータルサポートセンター

（保健師・心理士・社会福祉士）

スーパーバイザー

関係専門機関

教育委員会

（指導主事）

福祉事務所

子ども・保護者

相

談

相

談

相

談

相

談

相談票相談票相談票相談票

困

難

事

例

困

難

事

例

困

難

事

例

困

難

事

例

相

談

相

談

相

談

相

談

相

談

相

談

相

談

相

談

相相相相

談談談談

定期連絡会定期連絡会定期連絡会定期連絡会

実

践

支 援

コーディネート

指 導

・

支 援

随

時

連

携

随

時

連

携

随

時

連

携

随

時

連

携

【課題】 

      ○ インクルーシブ教育

※

システム構築に向けての特別支援教育の充実を図る必要があります。 

      ○ 市就学指導委員会の運営方法を改善していく必要があります。 

      ○ 本市独自の個別の教育計画及び移行支援シートの改善・活用システムを確立しなければな

りません。 

      ○ 特別支援教育の視点を取り入れた授業を充実する必要があります。 

 

※ＬＤ(学習障害)・・基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、読む、書く、計算するまたは推論する能力のうち

特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指すもの。 

※ＡＤＨＤ(注意欠陥多動性障害)・・年齢あるいは発達に不釣り合いな注意力及び衝動性、多動性を特徴とする行動の障害で社会的

な活動や学業の機能に支障をきたすもの。 

※インクルーシブ教育・・障がい者が差別を受けることなく、障がいのない人と共に生活し、共に学ぶ教育 
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７７７７    進路指導進路指導進路指導進路指導    

【現状】 

中学卒業後の状況は、ほとんどの生徒が進学し、約８割の生徒は市内の高校に進学しています。

各学校では、社会科見学や職場体験学習等の活動を通して、児童生徒一人ひとりが学ぶことの意

義や必要性を実感するとともに、自分の生き方について考え、主体的に自己の進路を決定できる

ようにするために発達段階に応じた進路指導を推進しています。また、地域の高等学校もそれぞ

れの特色を活かし、魅力ある高校づくりの推進に取り組んでいます。 

  ○ 全ての中学校の２年生又は３年生で、２～４日間の職場体験学習を行っています。 

   ○ 職場体験学習の推進においては、各学校で学習先の職場の依頼等を行っており、各校で連携

をとって進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場体験の様子 

 

【課題】 

  ○ 児童生徒にとって望ましい勤労観や職業観を育成する必要があります。 

  ○ 発達段階、系統性を踏まえた進路指導計画の見直しを図る必要があります。 

  ○ キャリア教育

※

推進のための教職員の指導力の向上を図る必要があります。 

   ○ 中学校の職場体験学習においては、各教科との関連を明確にするとともに、３年間を見通し

た体系的な取組を推進する必要があります。 

  ○ 効果的な職場体験学習の推進を図るために、現在の職場体験学習支援者会議をさらに充実さ

せ、市全体で推進体制づくりを進めていく必要があります。 

 

   ※ キャリア教育・・・児童生徒一人一人の勤労観、職業観を育てる教育 
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８８８８    情報教育情報教育情報教育情報教育    

【現状】 

 本市の情報教育に関して、施設面では、各学校のパソコン教室に児童生徒用パソコンと教師用パ

ソコンを配置しています。また、全校にインターネットが接続されています。 

研修の面では、年３回「伊佐市ＩＣＴ機器活用推進担当者会」を実施し、ＩＣＴ機器活用頻度の

向上に努めています。各学校では、学校ホームページ又は学校ブログを作成し、学校の様子などを

記事にして、情報発信を随時行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 平成24年度に、電子黒板（ＩＷＢ）を小学校４校に配置し、取扱い説明会を実施した上で、

広くＩＣＴ機器活用推進を市内の学校に呼びかけています。 

○ ホームページよりページ更新が比較的簡単なブログへの変更を図り、学校ブログの作成率を平

成24年度中に100％にし、定期的な更新の体制を整備しています。 

○ 本市の情報セキュリティーポリシーを作成し、情報モラルの意識高揚を図っています。 

○ 平成24年度に、大口中学校で市指定「情報モラル教育」研究公開を実施し、各校での「情報

モラル教育」推進の啓発を行っています。 

【課題】 

○ ＩＣＴ機器活用状況を定期的に把握することにより、積極的な活用の推進が必要です。 

○ 「伊佐市ＩＣＴ機器活用推進担当者会」の担当者を中心に、推進教員の育成と各校へ派遣する

体制つくりを図る必要があります。 

○ 電子黒板（ＩＷＢ）を、全校・全学級に整備するために、平成24年度導入した４校での積極

的な活用を推進し、他校へのＩＣＴ機器活用を推進する必要があります。 

○ 平成32年までに、子ども１人１台のタブレットパソコン（ＴＰＣ）及び全教室のネット環境

の整備と電子黒板（ＩＷＢ）の配置を行うという国が示したフューチャースクールモデルへ近づ

けることが大切です。 

○ 市の情報セキュリティーポリシーをもとに、各学校でのセキュリティーポリシーを作成するこ

とにより、情報モラルのさらなる意識高揚を啓発しなければなりません。 
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９９９９    学校保健及学校保健及学校保健及学校保健及びびびび安全安全安全安全    

【現状】 

   児童生徒が生涯にわたって心身ともに健康で安全な生活を送るために必要な資質や能力を培 

うことができるよう、学校教育活動全体を通じて、具体的かつ適切な健康教育・安全教育に努 

めています。その際は、各関係機関との連携の充実を図ることが大切です。 

○ 学校においては、健康診断やう歯等の疾病の治療、保健指導などの保健管理、保健教育の 

充実を図っています。また、学校保健委員会や児童生徒保健委員会を計画的に実施し、健康 

教育の充実を図っています。  

○ 児童生徒の健康生活を育成するために、学校を中心に、家庭・地域・関係機関（学校保健会、

保健所、学校医等）との連携に努めています。 

○ 小・中学校の児童生徒が事故等に遭遇している状況を示す指標として、過去5年間の件数を

示しました。 

  ＜事故発生の状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

         学校管理下の事故発生件数（独立行政法人日本スポーツ振興センター給付分） 

 

〇 学校の施設設備、遊具及び通学路等の点検・整備、学校・家庭・地域・関係機関と連携した

組織的な活動などの安全管理体制の充実に努めています。 

・ 校区安全マップ集作成 

・ 通学路の合同点検（学校、保護者、地域住民、警察、道路管理者、教育委員会） 

・ 薬物乱用防止と防犯教室講習会（警察） 

・ 事故防止対策連絡会（学校、保護者、消防、警察、地域コミュニティ、教育委員会） 

 

【課題】 

  〇 児童生徒の健康的な生活習慣の確立及び多様な健康問題への適切な対応が必要です。 

○ 体育・部活動中、休み時間中の事故の発生件数が多いことから、活動中の約束事やルールの

学習を充実させ、運動や遊びの中で児童生徒の危険予知能力を育てていくことが必要です。 

○ 登下校中の飛び出しや下校後の自転車等による事故は依然として多発していることから、こ

れまでの事業を充実するとともに、交通事故、水難事故、防犯訓練等を含めた安全指導研修会

の更なる工夫充実を図り、各学校の安全指導に役立てていくことが必要です。 

 

年 度 １ ９ ２ ０ ２ １ ２ ２ ２ ３

１ １ ８ １ ２ ３ １ １ ７ １ ２ ２ １ ０ ０
負 傷 ・ 疾 病

死 亡 ・ 障 害 ０ ０ ０ ０ ０

管 理 下 外 の 死 亡 事 故 ０ １ ０ ０ ０
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11110000    学校給食学校給食学校給食学校給食 

【現状】 

本市の学校給食は、大口地区は共同調理場で、菱刈地区は5つの学校の単独調理場で実施されて

いましたが、施設・設備の老朽化や国の定める学校給食衛生管理基準の改正等により施設の改善

が必要となり、市内のすべての小・中学校を対象に新しい学校給食センターが建設され、平成23

年４月から稼動しています。 

現在、小学校14校、中学校４校、幼稚園１園、子ども発達支援センターたんぽぽに、１日約2,400

食を提供しています。 

 

 学校給食センターの運営については、新しい設備での適切で厳正な衛生管理のもと、栄養バラ

ンスの取れた安全でおいしい給食の提供に努めています。 

  近年、社会環境や家庭生活が大きく変化するなか、児童生徒を取り巻く「食生活」も多様化し、

朝食欠食、孤食、偏った栄養摂取、肥満傾向の増加など、食に起因する新たな健康問題が引き起こ

されています。さらに、好き嫌いによる残食や食物アレルギーの子どもへの対応などさまざまな課

題を抱えています。 

 

学校給食の食材については、伊佐米（ヒノヒカリ）、金山ねぎ、かぼちゃ、ごぼう等の地場産物

を積極的に活用しています。しかし、地場産の野菜の活用については、気象条件に左右されやす

いこと、生産者の確保、安定的な量の確保などさまざまな課題があります。 

 

【課題】 

○ 児童生徒を取り巻く「食生活」の多様化や食物アレルギーの児童生徒への対応が必要です。 

○ 地場産物の安定的な量の確保を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校給食センター 
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11111111    幼児教育幼児教育幼児教育幼児教育    

【現状】 

幼児期は、人間としての健全な発達や社会に適応する能力の基礎を培う、極めて大切な時期

であり、生活習慣・規範意識をはじめとする社会性と自立性を育む適切な教育を行う必要があ

ります。しかしながら、核家族化や近年の少子化の進行などにより、過保護や過干渉、育児不

安の広がりやしつけへの自信喪失など、家庭における教育の問題は、幼児の成長に大きく影響

するようになり、新たな課題となってきています。 

  ○ 適切な環境の中で、多様な生活体験を通して、豊かな感性や創造性、たくましい気力を育み、

生きる力の基礎を培う保育の実施に努めています。 

○ 異年齢のふれあい活動を重視しています。 

○ 特別支援教育のネットワーク強化の中で、気になる子どもの情報交換、特別支援教育に係

る研修会への参加などを通して幼稚園、保育所、小・中学校との連携を進めています。 

  ○ 市立本城幼稚園は、義務教育及びその後の教育の基礎を培うことを目的に、幼児の健やかな

成長のために設置しています。毎年、40人前後の入園者があり、地域における幼児教育の一

端を担っています。 

年  度 22年度 23年度 24年度 

入園者数 39人 37人 43人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市立本城幼稚園の園児たち 

 

【課題】 

  ○ 幼児教育と小学校教育の円滑な接続の効果的な推進を図らなければなりません。 

○ 研修を通した幼稚園教員の資質向上が必要です。 

○ 療育との連携をもとにした、障害のある幼児など特別な支援を必要とする幼児の指導の充実

が大切です。 

○ ＰＴＡ等の組織を活用した家庭教育充実のための取組が必要です。 

○ 市立本城幼稚園は、本城小学校校長が園長を兼務しており、管理体制の見直しが急務となっ

ています。 
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12121212    郷土教育郷土教育郷土教育郷土教育 

【現状】 

     急速に進むグローバル化の中で、伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と郷土を愛

するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことが重要な課題と

なっています。また、身近な地域社会の課題の解決にその一員として自ら主体的に参画し、地域

社会の発展に貢献しよう 

とする意識や態度を育む 

教育の充実が求められて 

います。 

     本市においても各学校 

で郷土芸能や伝統産業を 

体験する活動、先人の業 

績や生き方について学ぶ 

活動の充実を図り、伊佐 

市の歴史と文化のよさを 

継承し、魅力を伝える人 

材の育成に努めています。               湯之尾神舞 

                                  

    ○ 各学校では、教科等の授業、道徳、総合的な学習の時間等を通して、それぞれの地域や学校

の特色を生かした教育活動を行っています。 

   ・ 地域の伝統的な芸能の継承や発表 

・ 伝統的な産業と民俗の学習及び体験的な学習 

・ 郷土の先人に学ぶ活動 

・ 地域の自然の調査・見学 

    ○ 伊佐市に誇りをもち、未来を切り拓く子どもたちを育てるために、教職員が伊佐市の歴史や

文化、伝統等への理解を深め、教育実践に生かせるよう体験的な研修の場を設けています。 

      ・ 市教職員「伊佐のふるさと」フィールドワーク（７月） 

      ・ 伊佐の教師ふるさと塾（８月） 

    ○ 本市は、豊かな自然と歴史、文化を併せもつ教育資源に恵まれた地域で、それらを活用した

郷土教育を推進しています。 

 

【課題】 

    ○ 地域の伝統文化の継承について、地域の方々や関係機関との連携を図り、継承できる環境づ

くりと後継者の育成が必要です。 

    ○ 郷土の教育的伝統や風土を生かした教育活動を展開する中で、生涯学習の観点に立った心豊

かで生きる力を身に付けた子どもの育成が必要です。 
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11113333    生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習 

【現状】 

   互いに学び、高め合う生涯学習の推進を基本に、市民の学習意欲の向上、学習意識の多様化等、

選択できる環境が必要となり、市民が「いつでも・どこでも・だれでも」取り組める学習の場を

提供することが望まれています。 

 本市では、生涯学習の推進のために次のような活動を行っています。 

 

 ○ 高齢者教室 

     高齢者を受講対象とした成人学級で高齢者の生きがいづくり・仲間づくり等、社会参画促

進を図っています。 

 ○ 女性学級 

     進展する社会生活に必要な教養と技術を習得し、豊かな人間性を養うとともに、女性とし

ての資質や能力向上を図っています。 

  ○ 家庭教育学級 

     子どもを持つ親を対象に、教育の原点である家庭の教育力向上を目指しています。 

 ○ ふれあい講座 

     市民が教養や日常生活に必要な知識・技能を身に付けるとともに連帯感を深め、自主的・

自発的に学習する機会を提供する目的で開設しています。 

 ○ 社会教育施設 

     生涯学習の活動の拠点として、大口ふれあいセンターを中心とし、加えて校区公民館や伊

佐市文化会館、菱刈いきがいセンターなどが主に利用されていますが、新たに山野西小学校

の跡地を、山野西文化交流館として活用しています。 

 

 

【課題】 

  ○ 学習機会の企画・学習情報の広報と資料の整備を図る必要があります。 

 

 ○ 市民のニーズに応じた学習体制の整備が必要です。 

 

  ○ 活動拠点の設備充実と有効利用の促進が大切です。 

 

  ○ 講師・指導者等の育成と講座の成果発表の場の提供が必要です。 

 

  ○ 地域コミュニティとの連携による生涯学習の推進が必要です。 
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14141414    スポーツスポーツスポーツスポーツ振興振興振興振興 

【現状】 

  本市においては、各校区のコミュニティ単位での市民体育祭が合併後も継続して開催され多くの

市民が参加していますが、少子高齢化に伴い、役員が参加者を集めるのに苦慮している状況にあり

ます。 

○ スポーツ少年団 

児童数の減少に伴い団体数と団員数は減少していますが、児童数に対する加入率は横ばい

傾向で推移しています。 

○ 総合型地域スポーツクラブ 

２団体が活動している総合型地域スポーツクラブは、会員数は減少しているものの新種目

を導入するなど活動内容に幅を広げ活動しています。 

  ○ 川内川を利用したカヌー競技（伊佐ドラゴンカップ） 

   年々参加団体も増え、 

本市のイベントのひと 

つとして定着していま 

す。 

  ○ 競技スポーツ 

     各種競技団体が加盟 

    している伊佐市体育協 

    会や全国大会に出場す 

    る選手の支援などを行 

    っていますが、指導者 

    不足や少子化による児 

童生徒の減少、競技者 

の高齢化など取り巻く            伊佐ドラゴンカップ 

環境は厳しいものがあり、また、県下一周駅伝大会及び地区対抗女子駅伝大会においては、

例年、選手の確保に苦慮している状況です。 

  ○ 体育施設 

平成21年度の県民体育大会を機に、総合体育館・菱刈トレニングセンターをはじめ15

の施設について改修を行いましたが、全体的に老朽化が進んでいるのが現状です。 

 

【課題】 

  ○ スポーツ推進委員の確保及び資質の向上が大切です。 

  ○ ニュースポーツの普及やスポーツ教室等の充実が必要です。 

  ○ 体育協会等との連携を強め、基礎体力の強化と競技力の向上を図る必要があります。 

  ○ 県下一周駅伝選手候補の掘り起こしが課題となっています。 



第 3 章 伊佐市の教育の現状と課題 
 

- 22 - 

 

15151515    青少年青少年青少年青少年のののの健全育成健全育成健全育成健全育成    

【現状】 

   青少年が郷土への誇りを持ち、その特性を活かして地域づくりに励み、豊かな感性と自律の精

神や国際感覚を育てることは、市民すべての願いです。そのために、成長段階に応じた課題に積

極的に挑戦し、様々な交流活動やボランティア活動等に主体的に参画することで、社会の一員と

しての責任と誇りを自覚していくことが期待されます。 

また、青少年を、家庭・学校・地域社会や関係機関・団体等が一体となり支援していくこと

は、特に必要なことであり、本市においても、次代を担う、心身ともにたくましい山坂達者な

青少年を育成するため、さまざまな活動を行っています。 

さらに、低下している家庭の教育力向上は大きな課題であり、保護者が子育てについての責

任と役割を学ぶことが重要となっています。 

  ○ レインボーキッズいさ 

異年齢集団による自然体験や食と農の体験、ボランティア活動等を行い、子ども会活動の

在り方や、ジュニア・リーダーとしての役割を学習し理解を深め、たくましく生きる青少年

を育成しています。 

  ○ 校区青少年体験活動 

     毎月第３土曜日を青少年体験活動の日とし、校区コミュニティ協議会に校区公民館指導員

を配置して、農業体験や各種体験活動を実施しています。 

 ○ ふるさと学寮 

     一定期間子どもたちが家庭を離れ、共同宿泊生活を体験しながら通学することを通じて、

自主性・協調性・忍耐力・連帯感を養うことを目的としています。 

○ 青少年健全育成大会 

     地域と学び未来に生かす人づくりを目標に掲げ、市民・関係各団体が一堂に会し、青少年

の非行防止、地域の安全意識の高揚を図っています。 

  ○ 放課後子ども教室 

     少子化や核家族化の進行、就労形態の多様化、及び家庭や地域の子育て機能・教育力の低

下など、子どもを取り巻く環境の変化を踏まえ、放課後等に子どもが安心して活動できる場

の確保を図るとともに、次世代を担う児童の健全育成を支援しています。 

○ 家庭教育の充実 

   小・中学校で家庭教育学級を開催し、自主的な講座と親業出前講座を実施しています。 

 

【課題】 

  ○ 青少年地域活動と、学校部活動やスポーツ少年団活動との両立が大切な課題です。 

  ○ 心身ともにたくましい山坂達者な青少年育成のための、新たな体験プログラムの開発・実施

が必要です。 

  ○ 学校・家庭・地域との連携の強化を図らなければなりません。 
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16161616    開開開開かれたかれたかれたかれた学校学校学校学校    

【現状】 

   開かれた学校とは、①地域社会や家庭と連携協力して子どもたちの「生きる力」を育成する 

ための教育を推進できる学校、②学校の施設や機能を地域社会に開放し、人々の教育・文化・生 

活の向上に貢献できる学校、③生涯学習の基礎的な資質の育成を重視し、子どもたちの実態に応 

じて、地域の教材や人材を活用した特色ある教育活動を展開できる学校です。各学校や地域、子

どもたちの実態に応じ、学校と家庭・地域における教育の共有化と活動の協働化を図っています。 

○ 各学校においては、多くの方々に学校開放などの行事に参加していただき、学校教育につい

て考える気運を高め、教育の充実と発展を図るために実施している『地域が育む「かごしまの

教育」県民週間』に積極的に取り組んでいます。  

 

○ 開かれた学校を進めるため、各学校において自己評価、学校関係者（外部）評価等の研究に

取り組み、説明責任を果たすための工夫・改善を図っています。 

○ 各学校においては、生活科や総合的な学習の時間などで授業に地域の人材や施設等を積極的

に活用し、体験的な活動の場を広げ、豊かな社会性を育んでいます。    

【課題】 

  〇 『地域が育む「かごしまの教育」県民週間』において、保護者等の授業参観の出席が少ない

学校もあり、さらに取組や広報などを工夫・改善する必要があります。 

   

○ 学校の自己評価の充実を図り、その結果について地域や保護者等への公表を推進するととも

に、学校評価の自己評価結果の妥当性を検討する外部評価の在り方について工夫・改善する必

要があります。 

学 校 名 県民週間実施状況[主な行事等] (平成２４年度)

大口小学校 ＰＴＡバザー・学習発表会・創立１４０周年記念式典・学校開放日

大口東小学校 大口東フェスタ ・高齢者との交流会・心の交流の日・学校開放日

牛尾小学校 学習発表会・ＰＴＡバザー・校区文化祭・学校開放週間

山野小学校 学習発表会・高齢者とのふれあい活動・自由参観

平出水小学校 心の教育の日・ひょう たんを使った創作活動・交流給食・自由参観

羽月小学校 ＰＴＡバザー・校区文化祭・収穫祭・学習発表会・ふれあい活動・交流給食

羽月西小学校 校区花いっぱい運動・フリー参観・学習発表会・校区文化祭・弁当の日

曽木小学校 めぐみの里訪問・学習発表会・グランドゴルフ大会・秋祭り

針持小学校 稲刈り・手作り弁当の日・日曜参観・ＰＴＡバザー・学習発表会

本城小学校 人形劇鑑賞会・高齢者とのふれあい活動・おやつづく り・学習発表会

南永小学校 高齢者との交流・給食試食会・読み聞かせ集会・南永っこフェスティバル

菱刈小学校 ＰＴＡバザー・日曜参観・弁当の日・給食試食会

田中小学校 高齢者とのふれあい活動・田中フェスタ ・ラグビー教室・大豆収穫

湯之尾小学校 学習発表会・高齢者とのふれあい・給食試食会・学校参観日

大口中学校 学校開放自由参観・文化祭・心の教育の日

山野中学校 授業公開ウィーク・校内文化祭

大口南中学校 吹奏楽部定期演奏会・南中へ行こう

菱刈中学校 学校開放週間・菱中写真展・職業人に学ぶ講演会

＜アンケート調査より＞ ３０％未満 ８０％以上３０％以上５０％未満 ５０％以上８０％未満

保護者の授業参観の出席状況は，保護

者全体のどれ程ですか。 ２校 ６校 ３校 ７校
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        第第第第４４４４章章章章    10101010年後年後年後年後をををを見据見据見据見据えたえたえたえた教育教育教育教育のののの姿姿姿姿    

 

１１１１    伊佐市教育伊佐市教育伊佐市教育伊佐市教育のののの目標目標目標目標    

        基本目標 

         「伊佐のふるさと教育」の推進 

          １ 地域と学び、未来に生かす人づくり 

          ２ 伊佐らしい活力ある教育、文化の創造 

 

 

    本市は、鹿児島県の北部に位置し熊本県、宮崎県と接するという地理的条件から、古くから

薩摩藩の北の守りの地として独自の歴史や文化を作り上げてきました。また、「新納忠元公『二

才噺格式定目』」などの教えもあり、堀之内良眼坊や海音寺潮五郎など多くの偉人も搬出して

きています。 

    また、本市には教育を大事にする伝統や風土があり、豊かな自然、国、県、市指定の伝統文

化（文化財）や伝承芸能等の個性あふれる文化、全国に誇れる農林業・鉱工業等の産業、さま

ざまな分野で活躍している人材等、教育的資源も豊富です。また、地域全体で子どもたちを育

てるという伝統的な地域の教育力もあります。「山坂達者」は、これまでも大事にされてきま

したが、これからの時代を生きていく児童生徒に「生きる力」を養っていくために一層重要な

実践です。 

 

   本市においては、旧大口市・旧菱刈町合併以前から、地域の教育資源を活用しながら生涯学

習の観点に立ち、人間性豊かな市民の育成を目指して教育振興の取組を進めてきました。この

ことは今後の教育振興の基本とすべきことです。 

    さらに、本市は就学前の療育活動の充実等、「子どもを産み、育てやすい環境づくり」を進

めているまちでもあります。福祉行政と教育行政の連携を強め、そのことの達成に向けて努め

ていくことも大切です。 

    改正教育基本法第1条に規定された教育の目的は、「教育は、人格の完成を目指し、平和で

民主的な国家及び社会の形成者として必要な資源を備えた心身ともに健康な国民の育成を期

して行わなければならない。」となっており、今後一層将来の社会を担う人材育成に努める必

要があります。また、自律心と責任感、他人を思いやる心、公共の精神、規範意識、伝統や文

化を尊重する心、生命や自然を大切にする心などの豊かな心を持った人材を育成するとともに、

変化の激しい社会の中で、新しい課題に積極果敢に挑戦する気概や困難を乗り越えることので
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きる力を持った人材の育成が求められています。 

 

    これらのことから、今後の本市の教育を進めるにあたっての基本目標を「『伊佐のふるさと

教育』の推進」とし、「地域と学び、未来に生かす人づくり」、「伊佐らしい活力ある教育、文

化の創造」に努めていきます。 

 

 

２２２２    伊佐市教育伊佐市教育伊佐市教育伊佐市教育のののの基本方針基本方針基本方針基本方針    

   ①①①①時代時代時代時代をををを超超超超えてえてえてえて変変変変わらないものわらないものわらないものわらないもの、、、、価値価値価値価値あるものをあるものをあるものをあるものを大切大切大切大切にするにするにするにする教育教育教育教育    

     教育には「不易（時代を超えて変わらないもの、価値あるもの）」と「流行（時代の変化

とともに変わるもの、変えていく必要のあるもの）」があると言われています。 

     個人の尊重、自律心と責任感、他人を思いやる心、公共の精神、規範意識、伝統や文化を

大切にする心、幅広い教養や健やかな体などの豊かな人間性は、いつの時代でも大切に育ん

でいかなければならないものであり、施策の推進にあたって重要視されるものです。 

 

   ②②②②社会社会社会社会のののの変化変化変化変化にににに柔軟柔軟柔軟柔軟にににに対応対応対応対応するするするする教育教育教育教育    

     時代の変化に対応した教育を行わなければ、硬直した画一的な教育となり、個人や社会の

活力を減退させることにもなりかねません。東日本大震災からの復興等の経済問題、少子高

齢化の進行、情報化、国際化、環境問題など教育を取り巻く環境は急速に変化しています。

このような社会の変化に的確かつ柔軟に対応していくことが必要です。 

 

   ③③③③学校学校学校学校・・・・家庭家庭家庭家庭・・・・地域地域地域地域・・・・企業企業企業企業・・・・各種各種各種各種団体等団体等団体等団体等のののの相互連携相互連携相互連携相互連携・・・・協力協力協力協力    

     学校は、一人ひとりの個性に応じて、基礎的・基本的な知識・技能や学ぶ意欲を身につけ

させるとともに、情操を豊かにする教育や健やかな体を育む教育を行い、児童生徒の能力を

最大限に伸ばしていくという役割があります。さらに、本市においては義務教育と高校教育

の連携は、相互の活性化と充実を図るため一層深めていかなければならない課題です。 

     家庭は、教育の原点であり、すべての教育の出発点です。子どもに社会生活を送るために

必要な習慣を身に付けさせ自立心を育成し、心身の調和のとれた発達を図ることが求められ

ます。 

     地域は、校区コミュニティ協議会や自治会などのことであり、社会の基本的単位である家

庭や学校を支えるとともに、すべての市民が地域で子どもを守り育てるための取組を推進し

ます。 

     企業は、学校等と連携した職業教育・キャリア教育への協力、企業としての教育力や資源

を活用した取組、社員のワーク・ライフのバランス確保のための取組等により社会的責任と

して、地域社会の教育力向上のため役割を担っていくことが求められています。 

     各種団体等は、その結成目的に応じて各団体の活性化を図るとともに地域社会との連携が

求められています。 
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     これら学校・家庭・地域・企業・各種団体等の相互連携・協力を図りながらお互いに充実

していきます。 

 

   ④④④④人人人人・・・・地域地域地域地域がががが活性化活性化活性化活性化するするするする交流交流交流交流のののの促進促進促進促進    

     互いに支え合い協力し合う互助の精神に基づき、個人の主体的な意思により、自分の能力

や時間を他人や地域社会のために役立てようとする意識を高めることが重要です。そして、

自らが地域づくり、社会づくりの主体であるという自覚と行動力、社会正義を行うために必

要な勇気、公共の精神、社会規範を尊重する意識や態度を育成していくことが重要です。ま

た、他の地域との交流を活発にすることによって伊佐に活力が生まれてきます。 

 

   ⑤⑤⑤⑤人権同和教育人権同和教育人権同和教育人権同和教育のののの推進推進推進推進    

学校、家庭、地域等において同和教育をはじめとする人権教育の充実を図り、すべての

教育活動の中で，児童生徒の人権尊重精神の高揚に努めます。 

また、教職員の人権意識の高揚と資質向上に努めるとともに、人権教育の指導内容等の

工夫・改善に取り組みます。併せて、社会教育における人権に関する学習・啓発活動を推

進します。 



        基本目標基本目標基本目標基本目標（（（（目指目指目指目指すべきすべきすべきすべき姿姿姿姿））））とととと基本計画基本計画基本計画基本計画（（（（施策施策施策施策））））のののの関連関連関連関連    

    

    

基本目標基本目標基本目標基本目標    

       今後今後今後今後10101010年間年間年間年間をををを通通通通じてじてじてじて目指目指目指目指すべきすべきすべきすべき教育教育教育教育のののの姿姿姿姿    

                 「「「「伊佐伊佐伊佐伊佐のふるさとのふるさとのふるさとのふるさと教育教育教育教育」」」」のののの推進推進推進推進    

                                                            １１１１    地域地域地域地域とととと学学学学びびびび、、、、未来未来未来未来にににに生生生生かすかすかすかす人人人人づくりづくりづくりづくり    

                                                            ２２２２    伊佐伊佐伊佐伊佐らしいらしいらしいらしい活力活力活力活力あるあるあるある教育教育教育教育、、、、文化文化文化文化のののの創造創造創造創造    

    

伊佐市教育伊佐市教育伊佐市教育伊佐市教育のののの基本方針基本方針基本方針基本方針    

                                    ①①①①時代時代時代時代をををを超超超超えてえてえてえて変変変変わらないものわらないものわらないものわらないもの、、、、価値価値価値価値あるものをあるものをあるものをあるものを大切大切大切大切にするにするにするにする教育教育教育教育    

                                    ②②②②社会社会社会社会のののの変化変化変化変化にににに柔軟柔軟柔軟柔軟にににに対応対応対応対応するするするする教育教育教育教育    

                                    ③③③③学校学校学校学校・・・・家庭家庭家庭家庭・・・・地域地域地域地域・・・・企業企業企業企業・・・・各種各種各種各種団体等団体等団体等団体等のののの相互連携相互連携相互連携相互連携・・・・協力協力協力協力    

                                    ④④④④人人人人・・・・地域地域地域地域がががが活性化活性化活性化活性化するするするする交流交流交流交流のののの促進促進促進促進    

                                    ⑤⑤⑤⑤人権同和教育人権同和教育人権同和教育人権同和教育のののの推進推進推進推進    

 

 

    基本計画基本計画基本計画基本計画    

     今後今後今後今後５５５５年間年間年間年間にににに集中集中集中集中してしてしてして取取取取りりりり組組組組むむむむ施策施策施策施策    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生きる力と

豊 か な 感

性・確かな

学力を育む

学校教育の

充実 

① 確 か な 学

力 を 身 に つ

ける学校 

 

② い じ め な

ど の 問 題 行

動への対応 

 

③ 不 登 校 な

どへの対応 

 

④ 情 報 教 育

の推進 

 

⑤ 特 別 支 援

教育の推進 

 

⑥ 幼 保 小 中

高 連 携 の 推

進 

 

⑦ 開 か れ た

学校の推進 

①適切な

学習環境

整備のた

めの中学

校再編成

の推進 

 

②学校施

設の安全

対策と教

育環境の

整備 
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る高校づ

くりの支

援 

① 市 民 講
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性化 
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館の活用 

①学校給
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な運営 

 

②食育の

推進 
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消の推進 
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気力や体力を

培う学校 
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        第第第第６６６６章章章章    計画計画計画計画のののの実現実現実現実現にににに向向向向けてけてけてけて    

 

 

教育行政教育行政教育行政教育行政のののの着実着実着実着実なななな推進推進推進推進    

   教育委員会の体制を充実させ、市民の期待に応える教育行政を展開するには、最終的には、

その活動を担う人の資質能力に負うところが大きいことから、その活動を支える教育委員及

び教育委員会の事務局職員や指導主事などの専門的職員の資質向上に努め、教育に関する施

策等を公正かつ適正に行います。 

 

 

 

連携連携連携連携とととと協力協力協力協力によるによるによるによる計画計画計画計画のののの推進推進推進推進    

   教育の目的を実現する上で、学校・家庭・地域・企業・各種団体等は大きな役割を担って

おり、相互に緊密な連携をとり互いに協力して取り組むことが必要です。 

   さらに、近年の多岐にわたる教育課題に対応するために、市長部局はもちろんのこと、国・

県、及び関係機関との連携・協力は欠かせないものとして、本計画実現のために積極的な推

進を行います。 

 

 

 

計画計画計画計画のののの進行管理進行管理進行管理進行管理    

   この計画を効果的かつ着実に実施するためには、点検とその結果のフィードバックが不可

欠です。 

   このため、この計画は10年間の基本計画及び前期５年間に取り組む施策等について盛り込

んでいますが、計画期間中に対応すべき新たな課題が発生し、計画に盛り込む必要性が生じ

るなど、計画の見直しが必要となった場合には、計画期間の途中においても必要に応じて見

直しを行います。 

 


